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説明の流れ

3. 研究者を分析する

研究者の追加、研究者の研究力のサマリー ＋デモ

4. 研究テーマ（トピック）を分析する

• トピックの一覧（Overview） ＋デモ

• トピックの分析（Trends） ＋デモ

1. SciValの概要

• SciValの概要と利用開始

• 同志社大学の研究力のサマリー ＋デモ

利用ケース

• 研究者（自分）の研究力を客観的な指標で評価する

利用ケース

• 世界で注目を集めている研究テーマを確認する

• 自分の研究テーマの世界の動向を確認する

• 共同研究相手、進学・留学先の候補を検討する

• 論文投稿先のジャーナルの選定の参考にする

• 新しく取り組むべき研究テーマの候補を検討する

2. 主な評価指標
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1. SciValの概要
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エルゼビアの主な電子製品

世界最大級の抄録・引用文献データベース

世界7,000社以上の出版社の26,000誌以上
のジャーナル、260,000タイトル以上のブック

エルゼビアのフルテキストデータベース

2,650タイトル以上の電子ジャーナル、
43,000タイトル以上の電子ブック

Scopusデータに基づいた研究力分析ツール

世界の研究機関や研究者の研究パフォーマ
ンスを分析

（ご契約なし）
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SciVal 研究力分析ツール

• SciValは、世界の21,000以上の研究機関および234の国・地域の研究力に関する客観的データを簡単に
取得できる研究力分析ツールです。

• 研究者や研究者グループ、文献セット、トピック、研究領域、出版物（ジャーナル）の分析も可能です。

• 世界最大級の抄録・引用文献データベースScopusをデータソースとしています。

− SciValでは1996年以降のデータを確認できます。

Overview
モジュール

Benchmarking
モジュール

Collaboration
モジュール

Trends
モジュール

特定の分析対象の研究力
の詳細を知る

複数の分析対象の研究力
を比較する

自機関と他機関の共同研究
の状況を知る

特定の研究テーマの
トレンドを知る

※ 今日はOverviewとTrendsを中心にご紹介いたします。
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Scopus 世界最大級の抄録・引用文献データベース

• 全分野、複数のコンテンツタイプを網羅

• グローバルなコンテンツ収集方針

− 105か国の7,000以上の出版社、40の本文言語（タイトルと抄録が英語で提供されていることが必須）、日本国内のタイトルは362誌

• 8,700万レコード

• 毎日更新

• プレプリント（2017年以降のarXiv、bioRxiv、ChemRxiv、medRxiv、SSRN）を収録

− 著者プロファイルページの表示のみ、検索結果には含まれない

人文・社会科学
11,059

ライフサイエンス
5,076

ジャーナル

ヘルスサイエンス
7,541

化学・物理・工学
8,708

査読誌 26,039
業界誌 189

- Open Access誌（DOAJ） 5,239
- Articles in Press対応誌 8,749
- MEDLINEを100%網羅

- 抄録 1800年代～
- 参考文献 1970年～
- 助成金情報

イベント数 140,000
- 論文数 1,103万

工学、数学、物理、コンピュータ
科学を中心に収録

ブックシリーズ 1,027
- ボリューム数 69,000

単行本 260,000
- チャプター数 219万

全分野を収録、
社会科学と人文科学に焦点

ブック会議録

• ジャーナルは複数の分野に分類されていることがあるため、分野別のタイトル数の合計はジャーナルのタイトル総数よりも多くなります。
• ジャーナル、ブックシリーズのタイトル数はアクティブ（出版継続中）タイトルのみです。
• 数字の出典： ジャーナルおよびブックシリーズはジャーナルタイトルリスト2022.6、他は社内の最新情報2022.6
• Scopus収録コンテンツの詳細： https://www.elsevier.com/solutions/scopus/how-scopus-works/content

（ご契約なし）
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Scopus 収録ジャーナルの確認

• Scopusの収録ジャーナルは、https://www.scopus.com の [収録誌] から確認することができます。

分野、タイトル、出版社、ISSNで検索

→ 収録誌詳細ページ

タイトルリストのダウンロード（サインインが必要）

各タイトルの情報
・ CiteScore 2021
・ CiteScore 2021の最大パーセンタイル

（ジャーナルが複数の分野に分類されている場合は
最もスコアがよい分野の値）、ランク、分野

・ 被引用数2018-2021
・ 文献数2018-2021
・ 被引用率%
・ SNIP
・ SJR
・ 出版社
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SciValとScopusの相互リンク

Scopusの検索結果をSciValの文献セットとして
インポートし、分析できます。

SciValの分析対象となった論文からScopusに
リンクし、論文の詳細を確認できます。
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SciVal ユーザー登録とサインイン

• SciValを利用するためには、ユーザー登録とサインインが必要です。

E-mailアドレスを入力して
[Continue]

機関ネットワーク内からhttps://www.scival.com にアクセスし、
[Create account] または [Sign in] （どちらでも手順は同じ）

[Continue] → 利用開始

アドレスが登録済みの

場合はパスワードを入力して
[Sign in] → 利用開始

アドレスが未登録の場合は
名前とパスワードを入力して
[Register]

• 使用するE-mailアドレスとパスワードは、
他のエルゼビア製品（Scopusや
ScienceDirectなど）と共通です。

• Emailアドレスは、Gmailなどのフリー
アドレスを使用することも可能です。

• 対応ブラウザは、Chrome、FireFox、
Microsoft Edge、Safariです。

• VPN、学認（Shibboleth）などの各種
リモートアクセスにも対応しています。
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SciVal ホームページ

• SciValの各モジュールはトップメニューから選択できます。
• 各種サポート情報へのリンクも用意されています。

指標ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ（英語）

https://www.elsevier.com/ja-jp/solutions/scival/scival-for-user

ｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟ（英語）

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ情報（英語）
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SciVal 画面構成

• ①モジュール → ②分析対象 → ③期間と分野 → ④分析タイプ を選択します。

②分析対象

③期間と分野

④分析タイプ

①モジュール

データのタイムスタンプ

毎週末データが更新され、全データ
の再計算が行われます。再計算は
日本時間の金曜日午後に開始し、
火曜日朝に終了します。

その間は大きなサイズの研究者グ
ループや文献セットの作成ができな
くなるのでご注意ください。

再計算中の表示

Benchmarkingの期間
（1996 to >2022 から自由に選択）

Overview/Collaboration/Trendsの期間
（以下の7つから選択）
期間は毎年6月に1年ずれていきます

Institutions and Groups（機関とグループ）

Researchers and Groups（研究者とグループ）

Publication Sets（文献セット）

Countries and Groups（国とグループ）

Topics and Topic Clusters（ﾄﾋﾟｯｸとﾄﾋﾟｯｸｸﾗｽﾀ）

Research Areas（研究領域）

Scopus Sources（出版物）

*

*

※ >2022 は2023年を含む
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同志社大学の研究力のサマリー

• Overviewモジュール > Summaryタブで、機関の主な評価指標を確認することができます。

論文数、著者数、FWCI（世界平均を1とする相対被引用インパクト）

分野別の論文数の割合

研究トピック

国際共著論文率、産学共著論文率

Top 10%論文率、Top 10%ジャーナル論文率

被引用数、1論文あたりの被引用数、h5-index

→ 右画面に続く
他の機関を追加
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デモ

1. https://www.scival.com にアクセスする。

2. SciValへのユーザー登録とサインインを行う。

3. トップメニューから Overview を選択する。

a. 左メニューから 、左パネルから Doshisha University が選択されていることを確認する。

b. 分析対象期間を選択する（例: 2017 to 2022）。

c. Summaryタブで、同志社大学の主な評価指標を確認する。

※ 評価指標の詳細は 「2. 主な評価指標」 で説明
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2. 主な評価指標
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主な評価指標の位置づけ

• 論文数

• 被引用インパクトに関連する評価指標

− （総）被引用数

− 1論文あたりの被引用数

− FWCI ・・・ 世界平均を1とする相対的な被引用インパクト。総合的なインパクトを把握するのに適している

− Top X%論文 ・・・ 被引用数またはFWCIが上位の論文。インパクトが高いトップ論文を特定するのに適している

− h-index、h5-index ・・・ 研究成果の 「量（論文数）」 と 「インパクト（被引用数）」 を1つの数字で表したもの

• 被引用インパクトと相関関係がある評価指標（インパクト向上のためのアクションにつなげることができる可能性がある）

− Top X%ジャーナル論文率 ・・・ 一般にTopジャーナル論文率が高いほどインパクトも高い傾向 → 戦略的なジャーナルの選定

− 国際共著論文率 ・・・ 一般に国際共著論文率が高いほどインパクトも高い傾向 → 戦略的な国際共同研究の推進

CiteScoreトップジャーナル論文率 国際共著論文率

FWCIFWCI

データソース: SciVal
（Scopusデータ 2022.6.22）
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被引用数を評価の目的で使用する際の注意点

• 論文の被引用数の平均は、分野、出版年、文献タイプによって異なる。

• 異なる条件の論文の被引用インパクトを被引用数で評価することは適切ではない。

出版年別・文献タイプ別分野別

2017-2021の文献の分野別の平均被引用数（全文献タイプ） 2017-2021の文献の出版年別・文献タイプ別の平均被引用数

データソース: SciVal （Scopusデータ 2022.6.22）
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Field-Weighted Citation Impact （FWCI）
• 異なる条件の論文の被引用インパクトを公平に評価するために考案された評価指標

• 該当論文の被引用数を、同じ出版年・分野・文献タイプの論文集合の平均被引用数で割ったもの

• 世界平均は 1。FWCIが 1 より大きいということは、被引用インパクトが世界平均よりも大きいことを示す。

例: ある出版年・分野・文献タイプの論文集合の平均被引用数が 5 の場合
被引用数が 20 の論文のFWCIは 4.0
被引用数が 2 の論文のFWCIは 0.4

• 論文集合（国、大学、部局、研究者など）のFWCIを算出することも可能

注1. FWCIの計算の対象期間は出版年＋3年間。たとえば、出版年2017の論文のFWCIの計算に用いられる被引用数は2017～2020年が対象

注2. 論文数が少ない論文集合のFWCIは一部の論文のFWCIが大きな影響を与える可能性があるため取り扱いに注意が必要

注3. 出版後間もない論文のFWCIは今後大きく変化する可能性があるため取り扱い注意が必要

注4. FWCIの計算に使用される分野は、ASJCの334の小分野

注5. 該当論文が出版されたジャーナルが複数の分野に分類される場合は、分野の平均被引用数を算出する際に調和平均を使用

論文P(1)の被引用数
論文P(1)のFWCI   =

論文P(1)と同じ出版年・分野・文献タイプの
論文集合の平均被引用数

論文集合P(1)-P(N)のFWCI  =  P(1), P(2) … P(N)のFWCIの平均
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Top X%論文

• Outputs in Top Citation Percentiles （被引用数Top X%論文）
出版年別の論文のうち、被引用数が世界全体の上位X%に含まれる論文数/率

• Field-Weighted Outputs in Top Citation Percentiles （FWCI Top X%論文）
出版年別の論文のうち、FWCIが世界全体の上位X%に含まれる論文数/率

論文順位 被引用数

1 100

2 90

3 80

・・・

8 40

9 35

10 30

11 28

12 26

・・・

98 0

99 0

100 0

論文順位 FWCI

1 15.21

2 10.12

3 9.40

・・・

8 6.98

9 6.56

10 6.21

11 5.99

12 5.41

・・・

98 0

99 0

100 0

Outputs in Top Citation Percentiles Field-Weighted Outputs in Top Citation Percentiles

Top 1%論文

Top 10%論文

注. 被引用数によるTop X%論文の閾値（何回以上引用されていたらTop X%に入るか）は、対象とする文献タイプの選択によって異なります。
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h-index、h5-index
• 研究成果の 「量（論文数）」 と 「インパクト（被引用数）」 を1つの数字で表す

• h 回以上引用された論文が h 件あることを示す

− SciValのh-indexは1996年以降の論文が対象、1996年以降の論文が現在までに引用された回数に基づく

• h5-ndexは過去5年間を対象としたh-index
− 例: 2021年のh5-indexは2017-2021年の論文が2017-2021年に引用された回数に基づく

この研究者のh-indexは6

研究者A

論文順位 被引用数

1 100

2 80

3 20

4 10

5 8

6 6

7 2

8 1

9 0

10 0

被引用数

論文順位

h 

h 

注1. 異なる分野間での比較には適さない。

注2. 研究している年数が長いほど有利になる。
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Top X%ジャーナル論文

• Publications in Top Journal Percentiles （Top X%ジャーナル論文）
ジャーナル評価指標が上位X%のジャーナルに発表された論文数/率

注1. ジャーナル評価指標は、特定の論文の被引用数ではない。

注2. p.7のScopusの99パーセンタイルジャーナルがSciValのTop 1%ジャーナルに対応する。

注3. ジャーナルが複数の分野に分類されている場合、SciValでは最もスコアがよい分野のTop X%の値が採用されている。

ｼﾞｬｰﾅﾙ順位 掲載ｼﾞｬｰﾅﾙのCiteScore

1 20.1

2 10.2

3 8.3

・・・

8 6.9

9 5.5

10 5.1

11 5.0

12 4.9

・・・

98 0.2

99 0.1

100 0.0

Top 1%ｼﾞｬｰﾅﾙ論文

Top 10ｼﾞｬｰﾅﾙ論文

2017 2018 2019 2020 2021 2022

2017 2018 2019 2010 2021 2022

A. 引用している論文

B. 出版された論文

A. 2018～2021年に出版された論文が
2018～2021年に引用された回数

CiteScore 2021 =         
B. 2018～2021年に出版された論文数

文献タイプ: A B とも査読文献（Article、Review、Conference Paper、
Book Chapter、Data Paper）

CiteScoreの算出方法

あるジャーナルに出版された論文が平均で何回引用されたかを示す指標

Publications in Top Journal Percentiles （CiteScoreによる）
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国際共著論文 / 産学共著論文

• International Collaboration（国際共著論文）
著者の所属機関が複数国にわたる論文

• Academic-Corporate Collaboration（産学共著論文）
大学と企業の共著による論文

国際共著 / 国内共著 / 学内共著 / 単著の判定方法

著者が複数？

国が複数？

機関が複数？

No

Yes

Yes

No

Yes

No

Single authorship（単著）

International Collaboration（国際共著）

National Collaboration（国内共著）

Institutional Collaboration（機関内共著）
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3. 研究者を分析する

− 研究者の追加、研究者の研究力のサマリー ＋デモ
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Scopus著者プロファイル（1/2）

• 研究者の分析を行うためには、以下を考慮した論文の名寄せが必要です。

問題1 - 同姓同名

James Smith   James Smith    James Smith

問題2 - 同じ研究者が異なる名前で出版

J. Smith
James Smith
James A. Smith
James Adam Smith

問題3 - 所属機関の異動 問題4 - 改姓
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Scopus著者プロファイル（2/2）

• SciValの研究者は、Scopusの著者プロファイルに基づいています。
• Scopusでは、アルゴリズムによる論文の名寄せを行い、著者プロファイルを作成しています。

著者名、E-mail、所属機関、分野、参考文献、
共著者などのマッチングに基づいて、

論文を高い精度でグループ化

業界で最も強力な
アルゴリズムによる

名寄せ処理

マニュアルによる
フィードバック

Scopus著者フィードバックウィザード、

SciValユーザー追加時に修正をリクエスト

Scopus著者プロファイル

Scopusの全文献
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Overviewモジュール > Authorsタブから追加

• Overviewモジュール > Authorsタブで論文数が多いトップ500人の研究者を確認し、ここから研究者を
左パネルに追加して分析を行うことができます。

ドラッグ＆ドロップまたは
[Add to panel] で左パネルに
追加して分析
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研究者の追加（1/4）

ステップ1. 左パネルから を選択し、[Researchers 
and Groups] または [+ Add new] をクリックします。

ステップ2. [+ Define a new Researcher] をクリック
します。
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研究者の追加（2/4）

※ 見つからない場合は以下もお試しください。
・ 名をイニシャルで検索
・ 姓と名を逆にして検索
・ Scopus著者IDやORCIDで検索

※ 別名（旧姓など）での論文がある場合は
[Add a name variant] を使用してください。

ステップ3. 姓、名、所属機関（オプション）で研究者を
検索します。

探している研究者を選択

※ 複数のプロファイルに分かれている場合は、複数を選択すると、
1つのプロファイルに統合することができます

論文リストを確認（オプション） そのまま続ける

ステップ4. リストから探している研究者を選択します。

最近の論文を確認
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研究者の追加（3/4）

この研究者による論文以外が含まれている
場合はチェックを外す

Scopusに収録されているが、論文リストに
含まれていない論文を検索して追加

ステップ5. （オプション）論文リストを確認し、必要に応じ
て削除・追加します。

ステップ6. 表示名を確認し、保存します。

自分のプロファイルの場合はチェック → 次ページ

※ Scopus著者プロファイルで優先的に
表示される表記を変更することも可能
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研究者の追加（4/4）

ステップ7. SciValアカウント（サインインに使用しているE-mailアドレス）と自分のプロファイルを連携することが
できます。

自分のプロファイルの場合は [Is this you?] をクリックして連携

左パネルに自分のプロファイルが優先的に表示されます

連携を解除は から可能です

ホームページに自分の研究の
サマリーが表示されます

続けて他の研究者を追加
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研究者の研究力のサマリー

• Overviewモジュール > Summaryタブで、研究者の主な評価指標を確認することができます。

論文数、FWCI、総被引用数

分野別の論文数の割合

研究トピック

国際共著論文率、産学共著論文率

Top 10%論文率、Top 10%ジャーナル論文率

1論文あたりの被引用数、h-index、 h5-index

→ 右画面に続く
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デモ

1. トップメニューから Overview が選択されていることを確認する。

2. 左メニューから 、左パネルから Doshisha University が選択されていることを確認する。

3. Authorsタブから研究者を選択し、ドラッグ＆ドロップまたは [Add to panel] で左パネルに追加する。

4. 左メニューから を選択し、左パネルに研究者が追加されていることを確認する → Overviewで研究者の評価指標を確認する

5. 左パネルの [Researchers and Groups] または [+ Add new] をクリックする。

6. [+ Define a new Researcher] をクリックする。

7. Define a new Researcher画面で以下を操作する。

a. 自分または他の研究者のLast name、First name、Affiliation（オプション）を入力し、[Search >] をクリックする。

b. 探している研究者にチェックを入れる（複数に分かれている場合は複数をチェック）。

c. [Validate publications (optional) >] をクリックし、論文リストを確認する。

- 他の研究者の論文が混在している場合はチェックを外す

- Scopusに存在している論文が抜けている場合は [Search for missing publications] で検索して追加

d. [Next step >] をクリックする。

e. 表示名を確認して [Save and finish >] をクリックする。

- 自分のプロファイルの場合は [This is me - connect this researcher profile to my SciVal account] をチェック

8. 左メニューから を選択し、左パネルに研究者が追加されていることを確認する → Overviewで研究者の評価指標を確認する
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4. 研究テーマ（トピック）を分析する

- トピックの一覧（Overview） ＋デモ

- トピックの分析（Trends） ＋デモ
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研究テーマの分析について

• SciValは、研究者が取り組んでいる研究テーマや世界で注目を集めている研究テーマを把握し、戦略的に
研究を企画することを支援します。

• 研究テーマの分析のためにトピック（およびトピッククラスタ）を利用することができます。

• Overviewモジュールで、トピックの一覧を確認することができます。

− 研究者、世界/国、機関が関与している研究ポートフォリオの全体像を把握することができます。

− Prominence percentileによって注目度が高い助成金が付きやすい研究テーマを特定することができます。

• Trendsモジュールで、世界におけるトピックのトレンドを様々な角度から分析することができます。

− 論文数、被引用数、FWCI、国際共著論文率、Scopus表示回数、主要キーフレーズなど多彩な指標で分析
することができます。

− 論文数やインパクトが高い研究機関や研究者を特定し、共同研究相手や進学・留学先の候補を検討するこ
とができます。

− 論文数やインパクトが高いジャーナルを特定し、論文投稿先ジャーナルの選定に活用することができます。

− 関連トピックや、トピッククラスタに含まれるトピックを確認することにより、新しく取り組むべき研究テーマの
候補を検討することができます。



トピックの一覧（Overview）
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トピックとは？

• Scopusの文献を引用関係に基づいて分類し、約96,000のTopics（トピック）を定義

− 引用関係が強いトピックを統合した約1,500のTopic Clusters（トピッククラスタ）も定義

• 直近の文献の被引用数、Scopus表示回数、掲載ジャーナルのCiteScore* に基づいて、
トピックの注目度、勢いを示すProminenceという指標を定義

− Prominenceは助成金と相関関係があり、助成金が付きやすい研究領域の特定に役立つ

− 最も高いProminence percentileは100

Topic Prominenceの解説論文: Klavans, R., & Boyack, K. W. (2017). Research portfolio analysis and topic prominence. Journal of Informetrics, 11(4), 1158-1174. doi:10.1016/j.joi.2017.10.002

Prominenceと米国の助成金の関係

X軸はトピックのProminence percentile、Y軸は著者一人あたりの助成金額、
〇のサイズはトピックあたりの著者数

Topicsの作成方法

〇 は論文、↓ は引用関係

Topic 1                 Topic 2           Topic 3  

* 直近の文献の被引用数、Scopus表示回数、

掲載ジャーナルのCiteScoreとは？

- 出版年2020と2021の文献が2021年に
引用された回数

- 出版年2020と2021の文献が2021年に
Scopusで表示された回数

- 出版年2021の文献のCiteScore 2021の
平均
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トピックとトピッククラスタの粒度の違い

• 分析の粒度に応じて、トピックとトピッククラスタを使い分けてください。

トピッククラスタ

トピッククラスタに含まれるトピック

トピッククラスタ

トピッククラスタに含まれるトピック
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研究者のトピック（1/2）

• Overviewモジュール > TopicsタブのTable表示でトピック/トピッククラスタの一覧を確認できます。

研究者の文献数、FWCI Prominence percentile

研究者の詳細情報 → 次ページ
世界のトレンドをTrendsで分析

トピック/トピッククラスタを選択
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研究者のトピック（2/2） 研究者の詳細情報

• トピックにおける研究者の論文数、インパクト、主要なキーワードなど確認できます。
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世界のトピック

• 世界のトピック/トピッククラスタを分野やProminenceで絞り込んだり、キーフレーズで検索したりすることが
できます。

分野で絞り込み

世界のトレンドをTrendsで分析

Prominenceで絞り込み キーフレーズで検索

[Countries, Regions and Groups] 
または [+ Add new] をクリック
して World を追加



40

デモ

1. トップメニューからOverviewを選択する。

2. 左メニューから 、左パネルから分析したい研究者を選択する。

a. Topicsタブ > Table表示で、選択した研究者が取り組んでいるトピック（またはトピッククラスタ）を確認する。

b. 各トピックにおける研究者の論文数、インパクト（FWCI）、各トピックの注目度（Prominence percentile）を確認する。

c. 特定のトピックの [Analyze activity of Researcher] をクリックし、研究者のサマリーを確認する。

d. 研究者のサマリーの右上の [x] をクリックして元に戻る。

e. 特定のトピックの [Analyze worldwide] をクリックする。 → トピックの分析（Trends）

3. 左メニューから 、左パネルの [Countries, Regions and Groups] 欄または [+ Add new] をクリックして World を追加する。

a. Topicsタブ > Table表示で、Search欄にキーワードを入力する（例: deep learning）。

b. 必要に応じて分野やProminenceを絞り込む。

c. ヒットしたトピック（またはトピッククラスタ）を確認する。

d. 各トピックにおける世界の論文数、インパクト（FWCI）、各トピックの注目度（Prominence percentile）を確認する。

e. 特定のトピックの [Analyze in more detail] をクリックする。 → トピックの分析（Trends）



トピックの分析（Trends）
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トピックの分析（1/9） サマリー

• Trendsモジュール > Summaryタブで、世界におけるトピックのトレンドのサマリーを確認できます。

論文数 FWCI                             国際共著論文数

研究テーマの論文は増えているのか減っているのか、
インパクトはどれくらいか、注目度はどれくらいなのか
などを確認できます。

Scopus表示回数 被引用数 Prominence percentile

トピックが含まれるトピッククラスタ → p.50



43

トピックの分析（2/9） 主要なキーフレーズと代表的な論文

• Summaryタブの中央で、主要なキーフレーズと代表的な論文を確認できます。

代表的な論文（トピックのみ）

・ 緑文字は増加傾向、青文字は減少傾向
（2019年と2021年、2017年と2021年、2012年と2021年を比較）

・ フォントが大きいキーフレーズは関連度（出現頻度）が高い

研究テーマの概要を理解するために最初に読むべき
中心的な論文を推薦してくれます。

研究テーマで注目を集めているキーワード、
増加傾向/減少傾向にあるキーワードを確認できます。

主要なキーフレーズ

キーフレーズの詳細分析 → p.48
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トピックの分析（3/9） 論文数が多い機関、国、著者、ジャーナル

• Summaryタブの下部で、世界で論文数が最も多いトップ5の機関、国、著者、ジャーナルを確認できます。

機関の詳細分析 → 次ページ

この研究テーマにおける世界の主要なプレーヤーが
誰かの概要を確認できます。

トップ5の機関

トップ5の国

トップ5の著者

トップ5のジャーナル

著者の詳細分析 → p.46

国の詳細分析

ジャーナルの詳細分析 → p.47
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トピックの分析（4/9） 論文数が多い機関

• Institutionsタブで、論文数が多いトップ100の機関の論文数やインパクトを確認できます。

機関のサマリー
論文数が多い10人の著者
（他機関を選択した場合）自機関との比較

研究テーマで論文数やインパクトが高い機関を確認し、共同研
究相手の候補として検討することができます。

セクタをCorporateに限定することにより、産学連携の可能性が
ある企業を確認できます。

自機関にスクロール

グラフ表示

地域/国、セクタ（例: Corporate）を限定
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トピックの分析（5/9） 論文数が多い著者

• Authorsタブで、論文数の多いトップ500の著者の論文数やインパクトを確認できます。

グラフ表示

研究テーマにおけるトップ研究者を確認することにより、
人的なネットワークを形成したり、進学先・留学先を選定し
たりする際に利用することができます

研究者のサマリー
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トピックの分析（6/9） 発表論文数が多いジャーナル

• Scopus Sourcesタブで、発表論文数が多いトップ100のジャーナルの論文数やインパクトを確認できます。

グラフ表示

ジャーナルのサマリー

研究テーマがよく発表されているジャーナル、インパクトが
高いジャーナルの特徴を確認することにより、論文投稿先
を戦略的に選択することができます。
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トピックの分析（7/9） 主要なキーフレーズ

• Keyphrasesタブで、出現頻度が高いトップ50のキーフレーズの経年変化を調べることができます。

出現頻度が増加または減少しているキーフレーズを
確認することにより、研究テーマにおける研究の
フォーカスの変化を追うことができます。

調べたいキーフレーズをチェック

指標を選択
全てをチェック
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トピックの分析（8/9） 関連トピック

• Related Topicsタブで、キーフレーズの類似度が高いトップ50の関連トピックを調べることができます。

関連度 論文数 Prominence

・ バブルの大きさは論文数を示す
・ トピックはトピッククラスタごとにグルーピング
・ トピックが2個未満の場合はOtherに分類
・ トピックラスタのバブルの色は主要な分野に基づく

キーフレーズが類似しているトピックです。次の研究
テーマを探したり、周辺分野の理解を深めたりするの
に役立ちます。

Prominence、関連度、論文数のトップ10の
トピックを黒のバブルでハイライト

世界のトレンドをTrendsで分析
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トピックが含まれるトピッククラスタを確認することによ
り、次の研究テーマを探したり、周辺分野の理解を深
めたりするのに役立ちます。

トピックの分析（9/9） トピックが含まれるトピッククラスタ

• トピックが含まれるトピッククラスタを確認することにより、上位の研究テーマのトレンドや、そのトピッククラ
スタに含まれる他のトピックを確認することができます。

トピッククラスタのサマリー トピッククラスタに含まれるトピック

世界のトレンドをTrendsで分析
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デモ（1/2）

1. トップメニューからTrendsを選択する。

2. 左メニューから 、左パネルで希望のトピックが選択されていることを確認する。

3. Summaryタブで、トピックの世界におけるトレンドを確認する。

a. タブの上部で、トピックの各種指標を確認する。

b. タブの中央で、トピックに含まれる主要なキーフレーズ、代表的な論文を確認する。

c. タブの下部で、世界で論文数が多いトップ5の機関、国、著者、ジャーナルを確認する。

d. 論文数が多いトップ5の機関（Most active institutions）の [Analyze in more detail] をクリックする。

4. Institutionsタブで、世界で論文数が多いトップ100の機関を確認する。

a. [Scroll to Home Institution] をクリックして、同志社大学の情報を確認する。

b. [All sectors] ドロップダウンリストからCorporateを選択し、企業の研究機関を確認する。

5. Authorsタブで、世界で論文数が多いトップ100の機関を確認する。

− ブラウザの検索機能で、同志社大学の研究者を検索する。
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デモ（2/2）

6. Scopus Sourceタブで、発表論文数が多いジャーナルを確認する。

7. Keyphrasesタブで、出現頻度が高いキーフレーズを確認する。

− Overallタブ > Chart表示で [Select all] を選択し、出現頻度が急に増えているキーフレーズがあるかどうか確認してみる。

8. Related Topicsタブで、キーフレーズの観点で関連が強い他のトピックを確認する。

9. ページ上部で、[part of Topic Cluster TC.X - トピッククラスタ名] をクリックする。

a. Summaryタブで、このトピッククラスタのトレンドを確認する。

b. Topicsタブで、このトピッククラスタに含まれる引用関係が強い他のトピックを確認する。


	<<研究者のためのSciVal講習会>>�研究テーマにおけるトレンド分析� �www.scival.com
	説明の流れ
	Slide Number 3
	エルゼビアの主な電子製品
	SciVal　研究力分析ツール
	Scopus　世界最大級の抄録・引用文献データベース
	Scopus　収録ジャーナルの確認
	SciValとScopusの相互リンク
	SciVal　ユーザー登録とサインイン
	SciVal　ホームページ
	SciVal　画面構成
	同志社大学の研究力のサマリー
	デモ
	Slide Number 14
	主な評価指標の位置づけ
	被引用数を評価の目的で使用する際の注意点
	Field-Weighted Citation Impact （FWCI）
	Top X%論文
	h-index、h5-index
	Top X%ジャーナル論文
	国際共著論文 / 産学共著論文
	Slide Number 22
	Scopus著者プロファイル（1/2）
	Scopus著者プロファイル（2/2）
	Overviewモジュール > Authorsタブから追加
	研究者の追加（1/4）
	研究者の追加（2/4）
	研究者の追加（3/4）
	研究者の追加（4/4）
	研究者の研究力のサマリー
	デモ
	Slide Number 32
	研究テーマの分析について
	Slide Number 34
	トピックとは？
	トピックとトピッククラスタの粒度の違い
	研究者のトピック（1/2）
	研究者のトピック（2/2）　研究者の詳細情報
	世界のトピック
	デモ
	Slide Number 41
	トピックの分析（1/9）　サマリー
	トピックの分析（2/9）　主要なキーフレーズと代表的な論文
	トピックの分析（3/9）　論文数が多い機関、国、著者、ジャーナル
	トピックの分析（4/9）　論文数が多い機関
	トピックの分析（5/9）　論文数が多い著者
	トピックの分析（6/9）　発表論文数が多いジャーナル
	トピックの分析（7/9）　主要なキーフレーズ
	トピックの分析（8/9）　関連トピック
	トピックの分析（9/9）　トピックが含まれるトピッククラスタ
	デモ（1/2）
	デモ（2/2）

